
環境倫理の諸問題（３）

キリスト教倫理（2016年度、秋学期）第12回
Overview

環境問題の認識

キリスト教と環境問題をめぐる歴史的背景

環境問題に対するキリスト教の応答

動物と人間の関係をめぐる倫理的課題

まとめ──課題と展望

動物と宗教
一神教および西洋文化における動物観
日本文化における動物観
結論（問題提起）

動物と宗教

カラヴァッジョ
｢イサクの犠牲」

（ウフィッツィ美術館）

媒介としての動物

• 超越的なもの（世界）と人間をつなぐ媒介としての動物（穀物）
• 人類史的な尺度から見ると、動物供犠を中心とする犠牲の祭儀
（供犠）が「宗教」そのものであった。
• 日本、中国、朝鮮半島に事例について、原田信男『神と肉──
日本の動物供犠』（平凡社、2014年）を参照。

く ぎ

犠牲の祭儀の諸要素
• 行為：動物など物質的なものを用いる。
• 儀礼：非日常的な作法で執り行う。
• 超越性：犠牲は超越者との媒介と考えられる。
• 交換：犠牲に対する見返り（祝福等）が期待される。
• 変容：犠牲を捧げた者（集団）の変容
• 連帯：超越者と共同体の関係、共同体内部の関係の強化。
• コスモロジー：生の意味づけが宇宙論的に理解される。

John Dunnill, Sacrifice and the Body,  Ashgate, 2013
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供犠の文化
• 犠牲獣（victim）の破壊
を通じて神が顕在化。  

• 殺す文化
• 神と人の非連続性
• 一神教文化

供養の文化
• 神（々）との共食（動
物・穀物）を通じて神
が顕在化。

• 食べる文化
• 神と人の連続性
• 多神教文化

【参考】中村生雄『祭祀と供犠──日本人の自然観・動物観』
　　　　法蔵館、2001年

宗教学の人間理解と近年の探求
• 西欧の宗教学では、人間と動物を分けるものとして「宗教」
を規定した（デュルケーム、エリアーデ等）。
• 宗教の起源：「動物性」の終わり

• 近年における人間の起源の探求
• 人間と動物の連続性の発見
• 遺伝学、霊長類学、考古学、社会人類学、進化生物学な
どを通じて

一神教および西洋文化
における動物観

一神教における動物供犠（犠牲）
• ユダヤ教
• バビロン捕囚以前（神殿を中心とした動物供犠）、以降（動物供犠＋律
法）、第二神殿の崩壊（70年以降）以降（律法）

• キリスト教
• ユダヤ教とのライバル関係の中で、非犠牲（供犠）的な集団として出発。
それゆえ、ローマ帝国からは「無神論」的な集団と見なされた。

• イスラーム
• 犠牲祭（マッカ巡礼のクライマックスの日である第12月の10日）では、羊
などが屠られる。イブラーヒーム（アブラハム）が息子イスマーイール（イ
シュマエル）を犠牲にしようとした伝承（Q37:102-107）に基づいている。

西洋における動物観（キリスト教前史）
• ピタゴラス学派、オルペウス教、犬儒（キュニコス）派
• 輪廻転生の考えを持ち、動物供犠を拒否。動物も人間も魂を
持つと考えた。

• マニ教
• 輪廻転生の考えを持ち、植物を動物より高次にあるものと考
えた。植物の方が、より霊的な要素を持つと考えた。

• ストア学派
• 人間だけがロゴスを有するとし、動物との違いを強調した。

初期キリスト教の動物観
人間と動物の根本的相違（旧約聖書とストア学派の影響）

動物供犠の廃止（屠殺の世俗化）

メタファー（隠喩）としての動物の利用
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日本文化における動物観

朝日新聞（大阪本社版）
2016年6月27日、朝刊

　「彼（注：徳冨蘆花のこと）の前生は多分犬であった。人間の
皮をかぶった今生にも、彼は犬程可愛いものを知らぬ。子供の頃
は犬とばかり遊んで、着物は泥まみれになり、裾は喰いさかれ、
其様なに着物を汚すならわたしは知らぬと母に叱られても、また
走り出ては犬と狂うた。犬の為には好きな甘い物も分けてやり、
小犬の鳴き声を聞けばねむたい眼を摩って夜半にも起きて見た。」
（徳冨蘆花「白」、『みみずのたはこと』（1913年）所収）

• 東アジア一帯で行われていた祈雨等のための動物供犠が日本
では姿を消し、反対に放生や殺生禁断令が、その目的のため
に採用された。

• 仏教以前の土着的観念の上に、仏教的な輪廻思想と不殺生が
作用した。

• 古代社会では立春から秋分まで死刑が禁じられていた。人間
のいのちと動物のいのち、自然のいのちは根源においてつな
がっていると理解されていた（アニミズム的生命観）。

ほうじょう

動物供養の事例
クジラ（山口県・長門向岸寺の
鯨位牌及び鯨鯢過去帳）

3



鳥獣人物戯画（鳥獣戯画）（高山寺、12-13世紀）

動物と人間の「対称性」の崩壊
• 日本には、動物と人間の共生を語る昔話
が多数存在する（特にアイヌの神話）。
人間と動物は会話をし、結婚し、仲間と
なる。人間が動物を犠牲にしなければ生
きていないことに対する痛みと感謝をお
ぼえる回路を、かつては持っていた。

• 技術力の進展による、動物と人間の「対
称性」の崩壊、そして動物の家畜化。 高山寺の「子犬」(鎌倉時代)

まとめ（問題提起）
1. 人間を特権化する近代的「宗教」概念の再考
2. 文化ナショナリズムに陥らない文化比較
3. 人間の「動物性」（身体性）を排除しない人間観・
歴史観

4. 近代的な「犠牲のシステム」に対する批判的考察 
── 国家、工場畜産
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